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フォローアップ対象ダム�

モニタリング対象ダム�

（全ての直轄・公団ダム対象）�

会議終了の都度、議事内容の�
概要を公表する�
（モニタリング部会も同じ）� 今後管理に移行するダム�

貯水池水質等のモニタリング調査の�
強化が必要なダム�

年次報告書作成�

定期報告書作成�

各地方整備局等（沖縄総合事務局）で実施�

フォローアップ調査�

フォローアップ委員会� フォローアップ委員会�
モニタリング部会�

フォローアップ制度の構成�

フォローアップ調査の一環として�
モニタリング調査を実施�

調査の実施・分析等への意見�

　
「
羽
地
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
会
」

を
、
「
ダ
ム
等
の
管
理
に
係
る
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
制
度
の
試
行
」
（
建
設
省
／

現
国
土
交
通
省
）
に
基
づ
き
、
全
国
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
の
一
環
と
し
て
、
羽
地
ダ
ム
の
試

験
湛
水
に
よ
る
自
然
環
境
等
の
変
化
を

調
査
す
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
の

計
画
立
案
、
そ
の
内
容
及
び
調
査
結
果

の
分
析
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
羽
地
ダ

ム
の
適
切
な
管
理
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
平
成

八
年
度
よ
り
国
管
理
六
ダ
ム
（
福
地
、

新
川
、
安
波
、
普
久
川
、
辺
野
喜
、
漢

那
）
に
お
い
て
、
一
層
適
切
な
ダ
ム
管

理
を
行
う
目
的
で
「
沖
縄
地
方
ダ
ム
管

理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
」
を
設
け

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

��

　
羽
地
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
会
は
、

山
里
清
委
員
長
（
名
桜
大
学
教
授
）
を

は
じ
め
と
す
る
十
一
名
の
学
識
経
験
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

��

　
羽
地
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
会
は
、

試
験
湛
水
終
了
ま
で
年
一
回
以
上
開
催

し
、
部
会
で
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て

は
、
管
理
移
行
と
同
時
に
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
委
員
会
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り

ま
す
。�

羽
地
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ�

部
会
発
足�

　
平
成
十
三
年
三
月
二
十
二
日
、
羽
地
ダ
ム
の
試
験
湛
水
に
伴
い
、

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
羽
地
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
会
」
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。�

「
羽
地
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ�

　
部
会
」
の
目
的�

1

部
会
の
運
営
等�

2

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

3

羽地ダムの概要�
建設場所�
　沖縄県名護市（羽地大川上流）�

建設目的�
     ・洪水調節（出水時における洪水を調整）�
     ・既得取水の安定化（河川の環境保全）�
     ・特定かんがい用水の補給�
　　（国営羽地大川地区かんがい排水事業の農地へ）�
     ・水道用水の確保（県民へ）�

建設経過�
　平成  ８年  ３月　ダム本体工事に着手　�
　平成１０年１０月　堤体盛立開始�
　平成１２年  ３月　堤体盛立完了�

※フォローアップ制度�
　この制度とは、ダム等についてフォローアップ委員会を設け、同委員会の意見を聴い
て管理段階における洪水調節実績、環境への影響等の調査を行い、この調査結果の
分析を客観的、科学的に行い当該ダム等の適切な管理に資することを目的とするものです。�

羽地ダム堤体を右岸から望む�

羽地ダムモニタリング部会（第1回）開催の模様�


